
★「カード将棋」の内容物について
　●表紙カード
　●説明書（本紙）
　●４２枚のカード
　　＜カード内訳＞
　　・｢超ラッキー｣｢王手｣｢取る一手｣｢ココセ｣Ｘ各３枚
　　・｢王｣｢飛｣｢角｣｢金｣｢銀｣｢桂｣｢香｣Ｘ各３枚
　　・「歩」×９枚

★｢カード将棋｣のルール（変則将棋｢トランプ将棋｣と同じ要領です。)
(1) ４２枚のカードをシャッフルして伏せて｢山札｣にします。
(2) 本将棋(日本将棋、将棋)のルールでゲームを開始します。
　　初期配置も本将棋と全く同じです。
(3)本将棋と違う所は、
　　王手を受けていない時は、必ず山札からカードを１枚引き、
　　カードの指示に従った手を指さねばいけません。
　　なお、王手を受けている場合は、カードを引かず、
　　普通に好きな手が指せます。
(4)各カードの説明
　①「駒の絵が書かれたカード」
　　書かれた駒の手を指します。
　　(例えば｢歩｣のカードを引いたら
　　｢歩｣または｢と金｣の手を指します。)
　　出来ない時はパスとなります。
　②｢超ラッキー｣
　　好きな手が指せます。
　③「王手」 【用語説明】
　　王手をしなければなりません。 ●「手を指す」：
　　(例えば、盤上の駒で王手出来なくても、 ここでは｢駒の移動」「持ち駒を打つ」の両方の意味となります。
　　持ち駒で王手しなければなりません。) (なお本将棋同様、王手放置などは禁じ手のままです。)
　　出来ない時はパスとなります。
　④｢取る一手」 ●「出来ない時はパスとなります」：
　　相手の駒を取らなければなりません。 王手放置などの反則になる手は、出来ない手として扱い、
　　出来ない時はパスとなります。 パスしてしまってＯＫです。
　⑤「ココセ」
　　相手から指し手を指定されてしまいます。
　　（ただし王手放置になる手は指定できません。)
(5)勝敗について
　　「詰み」の時点で勝負ありです。
　　(カード次第で粘れてしまうようにも思えますが、
　　本将棋同様「詰み」の状態で勝負ありです。）

★免責事項 ★考案：八王子将棋クラブ
「ルール」「カードの表記内容」に重大な欠陥が見つかった場合は、 ★製造：あんちっく
「ルール」「カードの表記内容」が変更される可能性もあります。         　　(antic-main.com)
ご了承お願いいたします。
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